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ラ
ヂ
オ
の「
ラ
ヂ
オ
深

夜
便
」
と
い
ふ
番
組
が
あ
る
。午

前
三
時
か
ら
四
時
は
、日
本
の
歌

と
い
ふ
枠
組
で
懐
メ
ロ
な
ど
を

流
す
時
間
帯
で
あ
る
。そ
の
曲
を

紹
介
す
る
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー（
男
女

共
）の
大
多
数
が
、
曲
が
発
表
さ

れ
た
年
を
西
暦
で
し
か
言
は
な

い
。明
治
・
大
正
・
昭
和
に
流
行

し
た
歌
を
で
あ
る
。▼
そ
の
時
代
、

マ
ス
コ
ミ
も
含
め
て
世
の
中
は

全
て
元
号
と
い
ふ
時
間
表
現
で

動
い
て
ゐ
た
。各
人
の
生
年
月
日

然
り
、
社
会
的
事
象
の
時
間
表

現
は
ほ
と
ん
ど
が
元
号
表
記
で

あ
つ
た
。そ
れ
が
わ
が
国
の
時
間

感
覚
で
あ
り
、正
式
表
記
で
あ
つ

た
（
公
的
行
政
文
書
は
現
在
に

至
る
ま
で
元
号
表
記
で
あ
る
）。

▼
マ
ス
コ
ミ
全
般
に
共
通
す
る

事
象
で
あ
る
が
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
一
方
的
に
全
て
西
暦
で
押
し

通
さ
う
と
し
て
ゐ
る
事
は
、日
本

人
の
時
間
軸
の
改
竄
と
し
か
言

ひ
様
が
な
い
。▼
西
暦
を
全
て
否

定
す
る
訳
で
は
な
い
。元
号
表
記

（
西
暦
）
と
い
ふ
原
則
を
守
る
事

は
文
化
的
に
も
重
要
な
事
で
あ

る
。ま
し
て
、
番
組
へ
の
出
演
者

が
行
ふ
元
号
表
現
を
、上
か
ら
目

線
で
即
否
定
せ
ん
が
如
く
に
西

暦
表
現
を
押
し
付
け
る
様
は
、

欧
米
流
儀
に
阿
諛
追
従
す
る
自

己
欺
瞞
と
し
か
言
ひ
様
が
な
い
。

▼
昨
今
世
界
的
に
流
布
し
て
ゐ

る
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
コ
レ
ク
ト
ネ

ス
な
る
頭
ご
な
し
の
社
会
正
義

を
主
張
す
る
扇
動
的
言
動
が
、

結
論
あ
り
き
で
事
実
や
異
論
を

排
除
否
定
し
て
自
由
な
言
論
を

封
殺
し
て
ゐ
る
が
、社
会
秩
序
全

体
に
拘
る
様
々
な
考
へ
方
を
付

き
合
は
せ
た
冷
静
な
議
論
が
求

め
ら
れ
る
。　 　
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い
て
も
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

ボ
ー
ジ
ャ
ス
は
、
現
在
の
ア
メ

リ
カ
が
「
千
百
万
人
も
の
書
類

不
所
持
移
民
を
入
国
さ
せ
て
ゐ

る
や
う
な
穴
だ
ら
け
の
国
境
」

の
現
状
の
ま
ま
で
は
、
移
民
政

策
を
論
議
す
る
こ
と
自
体
が
無

意
味
だ
と
断
定
す
る
。
ま
た
、

自
ら
の
生
ひ
立
ち
か
ら
難
民
に

は
同
情
を
寄
せ
つ
つ
も
「
我
々

は
現
実
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
難
民
の
中
に
は
少
数
だ
が

恨
み
や
争
ひ
を
持
ち
込
み
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
国
で
晴
ら
さ
う

と
思
ふ
人
々
が
ゐ
る
。
ま
た
、

受
け
入
れ
国
の
社
会
と
政
治
の

安
定
を
揺
る
が
す
恐
れ
の
あ
る

文
化
的
慣
習
を
持
ち
込
む
人
も

ゐ
る
」
と
警
告
も
し
て
ゐ
る
の

だ
。

　

実
際
、
筆
者
も
ご
く
一
時
的

な
が
ら
、
北
朝
鮮
難
民
の
定
着

支
援
に
関
は
つ
た
時
期
が
あ
る
。

そ
の
経
験
か
ら
、
難
民
の
中
に

は
受
け
入
れ
国
の
法
秩
序
へ
の

無
理
解
や
軽
視
、
犯
罪
へ
の
関

与
な
ど
が
、
少
数
と
は
い
へ
存

在
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
だ
。
今
、

埼
玉
県
川
口
市
で
問
題
に
な
つ

て
ゐ
る
ク
ル
ド
人
も
同
様
で
あ

る
。
四
月
十
三
日
の
産
経
ニ
ュ
ー

ス
の
記
事
「
川
口
の
仮
放
免
者

七
百
人
、
初
め
て
判
明  

大
半
は

ク
ル
ド
人
か
」
に
よ
れ
ば
、
同

市
内
に
は
、
現
在
、
難
民
認
定

申
請
中
で
入
管
施
設
へ
の
収
容

を
一
時
的
に
解
か
れ
た
不
法
滞

在
状
態
の
「
仮
放
免
者
」
が
約

七
百
人
存
在
し
て
ゐ
る
。
大
半

は
ト
ル
コ
国
籍
の
ク
ル
ド
人
と

み
ら
れ
る
。「
仮
放
免
者
」
の
問

題
は
、
今
の
入
管
の
矛
盾
が
凝

縮
し
て
ゐ
る
と
も
言
へ
る
だ
ら

う
。
厳
正
な
法
執
行
こ
そ
が
ま

づ
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
は
ら

ず
、
在
留
管
理
、
必
要
に
応
じ

た
強
制
送
還
が
行
は
れ
ず
に
ゐ

る
の
だ
。
私
に
も
国
家
を
持
た

ぬ
ク
ル
ド
人
の
歴
史
に
一
定
の

同
情
は
あ
る
。
し
か
し
、
国
家

を
持
ち
得
な
か
つ
た
か
ら
こ
そ
、

ク
ル
ド
人
の
一
部
に
国
家
秩
序

や
法
識
へ
の
軽
視
が
見
ら
れ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
受
け
入
れ
国

の
保
護
を
自
ら
否
定
し
た
こ
と

と
同
じ
こ
と
な
の
だ
。    　
　

郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
へ

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
外
国
人
の

統
合
政
策
と
し
て
、
打
ち
出
さ

れ
て
ゐ
る
の
は
「
市
民
的
統
合
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
外
国
人
が
、

受
け
入
れ
国
の
言
語
、
歴
史
、

自
由
民
主
主
義
の
価
値
観
等
を

教
育
に
よ
つ
て
受
け
入
れ
、
身

に
つ
け
る
形
で
統
合
を
目
指
す

や
り
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ラ

ン
ダ
が
最
初
に
打
ち
出
し
、
一

九
九
八
年
（
平
成
元
年
）、
オ
ラ

ン
ダ
語
習
得
や
市
民
教
育
な
ど

の
「
統
合
コ
ー
ス
」
へ
の
参
加

が
移
民
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
統
合
シ
ス
テ
ム

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡
大
し
て
ゐ

る
。
私
は
こ
の
モ
デ
ル
を
応
用

す
る
こ
と
が
日
本
の
今
後
に
最

も
ふ
さ
は
し
い
と
思
ふ
が
、
こ

こ
で
あ
へ
て
「
国
民
統
合
」
と

い
ふ
言
葉
を
使
ひ
た
い
。

国
民
統
合
と
は

　
「
国
民
統
合
」
と
は
、
自
由
民

主
主
義
と
政
教
分
離
と
い
つ
た

現
在
国
際
社
会
で
通
用
す
る
普

遍
的
価
値
観
の
許
容
や
日
本
の

文
化
伝
統
へ
の
一
定
の
理
解
を

外
国
人
受
け
入
れ
の
前
提
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
難
民
や
準
難
民
に
対
し
て

も
適
応
さ
れ
る
。
受
け
入
れ
た

外
国
人
を
外
国
人
と
見
て
そ
の

文
化
を
尊
重
す
る
共
生
政
策
と

は
異
な
り
、「
日
本
国
民
」
と
同

等
に
扱
ふ
同
化
主
義
に
近
い
が
、

そ
れ
は
普
遍
性
へ
の
同
化
と
、

今
後
在
住
す
る
日
本
国
の
文
化

へ
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
原
則
の
上
で

も
各
民
族
文
化
へ
の
尊
重
は
同

時
に
可
能
な
は
ず
で
あ
り
、
そ

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
こ
そ

が
、
も
と
も
と
寛
容
な
姿
勢
で

多
文
化
を
（
西
欧
の
近
代
主
義

も
含
め
て
）
受
け
入
れ
て
き
た

日
本
の
伝
統
で
あ
る
。

　

私
は
あ
へ
て
言
へ
ば
、
こ
の

「
国
民
統
合
＝
新
た
な
る
同
化
主

義
」「
普
遍
的
な
自
由
民
主
主
義
、

政
教
分
離
、
法
治
の
原
則
」
を

踏
ま
へ
た
上
で
の
、
日
本
国
の

伝
統
や
慣
習
に
対
す
る
一
定
の

敬
意
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
を
教

育
し
受
け
入
れ
さ
せ
る
こ
と
を
、

外
国
人
受
け
入
れ
の
基
本
に
据

ゑ
る
べ
き
と
思
ふ
。
そ
れ
が
不

可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
受
け
入

れ
そ
れ
自
体
を
日
本
国
は
停
止

す
べ
き
だ
。
そ
れ
は
高
度
人
材

で
あ
れ
同
様
で
あ
り
、
い
や
、

高
度
人
材
こ
そ
、
日
本
国
お
よ

び
普
遍
的
価
値
観
へ
の「
同
化
」

と
、
独
裁
政
権
へ
の
批
判
意
識

を
持
つ
て
も
ら
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

国
家
・
社
会
の

秩
序
維
持
が
重
要

　

最
後
に
、
私
は
現
在
日
本
も

批
准
し
て
ゐ
る
、
国
際
的
な
人

権
規
約
や
難
民
条
約
そ
の
も
の

を
、
今
国
際
社
会
は
見
直
す
べ

き
時
に
来
て
ゐ
る
と
考
へ
る
。

難
民
や
移
民
を
保
護
し
そ
の

権
利
を
守
ら
う
と
す
る
精
神

は
何
ら
間
違
つ
て
は
ゐ
な
い
。

だ
が
、
特
に
近
年
の
欧
州
に

お
け
る
難
民
・
移
民
の
現
状

を
見
る
時
、
か
つ
て
の
「
迫

害
す
る
国
家
か
ら
脱
出
し
た

難
民
を
守
る
」
と
い
ふ
理
念

と
同
様
に
「
難
民
（
お
よ
び

そ
れ
と
判
別
し
難
い
大
量
移

民
）
か
ら
、
既
存
の
国
家
や

社
会
の
秩
序
を
守
る
」
こ
と

も
ま
た
重
要
な
時
代
に
私
た

ち
は
生
き
て
ゐ
る
の
だ
。
外

国
人
問
題
は
単
な
る
経
済
的

問
題
で
は
な
い
。
社
会
秩
序

や
安
全
保
障
の
問
題
、
ひ
い

て
は
国
家
と
は
何
か
と
い
ふ

理
念
の
問
題
ま
で
拡
大
し
て

論
議
す
る
や
う
な
場
が
、
国

会
で
も
民
間
で
も
ま
づ
必
要

で
あ
る
。

二
種
類
の
在
留
資
格
を
認
め
る

制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、

事
実
上
日
本
国
は
、
人
手
不
足

の
た
め
に
外
国
人
労
働
者
を
迎

へ
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
に

等
し
い
。
日
本
政
府
が
い
か
に

言
葉
を
飾
ら
う
が
、
こ
れ
は
事

実
上
の
移
民
政
策
で
あ
る
。

移
民
政
策
は
負
の
結
果
が
大

　

し
か
し
こ
の
労
働
力
と
し
て

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
政
策
に

対
し
て
は
、
す
で
に
多
く
の
批

判
的
提
言
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。

自
ら
も
キ
ュ
ー
バ
難
民
で
あ
つ

た
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
・
ボ
ー

ジ
ャ
ス
の
著
書
『
移
民
の
政
治

経
済
学
』（
白
水
社
）
に
よ
れ
ば
、

外
国
人
労
働
者
は
単
な
る
都
合

の
い
い
「
労
働
力
」
で
も
部
品

で
も
な
く
、
歴
と
し
た
人
間
で

あ
る
。
彼
ら
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、
そ
の
人
権
や
福
祉
の
保

証
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
、
企
業
が
設
備
投
資
な

ど
の
生
産
性
向
上
よ
り
も
、
安

価
な
外
国
人
労
働
者
を
雇
ふ
と

い
ふ
安
易
な
選
択
を
行
へ
ば
、

本
来
は
社
会
的
に
改
革
す
べ
き

低
生
産
性
の
工
程
・
部
門
が
国

内
に
残
存
し
て
し
ま
ふ
。
ま
た

ボ
ー
ジ
ャ
ス
は
移
民
余
剰
の
利

益
は
、
先
進
福
祉
国
家
で
は
、

移
民
へ
の
社
会
保
障
費
に
よ
つ

て
ほ
ぼ
相
殺
さ
れ
る
と
述
べ
て

ゐ
る
。
短
期
的
に
は
移
民
は
経

済
的
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
、

政
治
的
、
経
済
的
に
負
の
影
響

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
。

難
民
対
策
も
慎
重
に

　

も
う
一
つ
、
移
民
と
は
異
な

り
難
民
受
け
入
れ
の
問
題
に
つ

ト
制
度
」
が
定
め

ら
れ
、
学
術
研
究
、

専
門
技
術
、
経
営

管
理
な
ど
に
従
事

し
て
ゐ
る
外
国
人

に
対
し
、
学
歴
・

職
歴
・
年
収
な
ど

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
ポ
イ
ン
ト
を
設

け
、
合
計
が
七
〇

点
に
達
し
た
場
合

は
優
遇
措
置
と
し

て
配
偶
者
の
就
労
、
永
住
許
可

申
請
に
必
要
な
居
住
年
数
の
短

縮
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
。
こ
の
高
度
人
材
と
し

て
滞
在
す
る
外
国
人
は
、
令
和

四
年
（
二
〇
二
二
年
）
段
階
で

一
八
三
一
五
人
、
う
ち
約
六
四
％

が
中
国
人
で
あ
る
。
日
本
の
高

度
先
端
技
術
の
分
野
に
迎
へ
入

れ
て
ゐ
る
外
国
人
の
六
割
以
上

が
中
国
人
で
あ
る
と
い
ふ
現
実

は
、
安
全
保
障
上
も
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

特
定
技
能
制
度

導
入
は
移
民
政
策

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
（
二
〇

一
八
年
）
に
行
は
れ
た
出
入
国

管
理
法
改
正
で
は
、
さ
ら
に
新

た
な
在
留
資
格
と
し
て
「
特
定

技
能
制
度
」
が
設
立
さ
れ
た
。

日
本
の
産
業
を
支
へ
る
業
種
の

う
ち
、①
介
護
②
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
③
素
形
材
・
産
業
機
械
・

電
気
電
子
情
報
関
連
製
造
業
④

建
設
⑤
造
船
・
舶
用
工
業
⑥
自

動
車
整
備
⑦
航
空
⑧
宿
泊
⑨
農

業
⑩
漁
業
⑪
飲
食
料
品
製
造
業

⑫
外
食
業
な
ど
を
人
手
不
足
業

界
と
列
挙
し
た
上
で
「
特
定
技

能
一
号
」「
特
定
技
能
二
号
」
の

　

日
本
国
政
府
は
一
貫
し
て
「
移

民
政
策
は
と
ら
な
い
」
と
表
明

し
て
き
た
が
、
現
実
に
は
昭
和

五
十
年
代
（
一
九
八
〇
年
代
）

後
半
以
後
、
事
実
上
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
を
行
つ
て

き
た
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八

五
年
）
の
プ
ラ
ザ
合
意
と
そ
れ

に
続
く
円
高
に
よ
つ
て
、
出
稼

ぎ
の
単
純
労
働
者
が
日
本
に
流

入
し
、
い
は
ゆ
る
三
Ｋ（
き
つ
い
・

き
た
な
い
・
危
険
）
労
働
に
就

労
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
日
本

政
府
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九

年
）
に
出
入
国
管
理
法
を
改
正

し
①
不
法
就
労
、
不
正
規
滞
在

の
取
り
締
ま
り
②
専
門
・
技
術

職
の
受
け
入
れ
拡
大
③
技
能
実

習
制
度
の
先
駆
け
と
な
つ
た
「
企

業
研
修
」
制
度
に
よ
る
在
留
資

格
と
い
ふ
基
本
制
度
を
定
め
た
。

　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二

年
）
に
は
「
高
度
人
材
ポ
イ
ン
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